
総会に来てね
12/15(日）南照寺で
2008年12月に誕生した「あ

ゆみの会」も、今年で16年。
おかげさんで、皆さんも私

も、歳をとりましたね。親等
の縁でお寺との関りが出来て、
それまで日々の生活に夢中に
なっていた身も、お内仏に向
かうことが多くなりました。
でも、歳を経るごとに、我

が身も含めて体調に支障が出
来て、顔を合わせるお仲間が
減るのは寂しいことです。
それでも、そんな私たちを

変わらずに照らし続けてくだ
さるものがある。それが他力

の信心だと教
わりました。
体調の許す

方は、久しぶ
りの同窓会の
つもりで、総
会に参加くだ
さいませんか。
お待ちしてい
ます。

あゆみの会総会
日時 2024年12月15日(日）

午後1時30分から
会場 南照寺(天王寺区茶臼山町）
内容 総会(事業報告、会計報
告、事業計画、予算案等）、
法話、座談会
講師 友澤秀三先生(南照寺住職）
参加費 無料
その他、2025年年会費受付け
ます。

第2組聞法会が開催
2024年10月22日(火）午後2

時から、天王寺区の佛足寺に
おいて、今年最後の第2組聞法
会が、組内の住職や坊守、門
徒や推進員28名が参加して開
催されました。
墨林浩組長(光照寺住職）に

より真宗宗歌で開会、清水拓

佛足寺住職の調声で勤行を。
今回も先月に引き続き、講師
は廣瀬俊先生(17組法觀寺）が
『初めての正信偈』の「一切
善悪凡夫人∼難中之難無過斯」
をお話いただきました。
冒頭、先生は担当の個所の

傍訳を全員で通読し、そして、
今回で終了の「依経段」をま
とめて、「総讃」「弥陀章」
「釈迦章」「結誡」と分けて、
要約されながらご説明をされ
ました。
その

後、先
生はい
つもの
小道具
を駆使
されな
がら、凡夫について、信心深
い妙好人の浅原才市さんの
「凡夫が仏になることは、仏
が凡夫になって凡夫を仏にす
ること、南無阿弥陀仏」を引
きながら話されました。そし
て、アニメの「ドラえもん」
のドラえもん(仏）とのび太(凡
夫）を見たてられ、また『ス
タンド・バイ・ミイドラえも
ん」の主題歌「ひまわりの約
束」(歌・秦基博さん）の詩を
紹介され、また、作者の藤子F
不二雄さんの「ドラえもんは
どこにでもいるのです」の言
葉を紹介し、何処にでもいる
のに、気付いていないのが私
たちだと話されました。
休憩後は「邪見驕慢悪衆生」
について、邪見や驕慢は私一
人のことを指しており、金子
大榮先生の「真宗の信心は受
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親鸞のことば
信じる心はただひとつ

源空が信心も、如来より
たまわりたる信心なり。
善信房の信心も如来より
たまわらせたまいたる信
心なり。されば、ただひ
とつなり。歎異抄

ある人の信じる心と，また違っ

た道を歩んできたある人の信じる

心は、普通同じではありません。

しかし親鸞は、真実の信心は一つ

だと言います。阿弥陀さまから賜っ

た心だから一つだと。このような

真実の信心に、親鸞は誰もが平等

に救われる根拠を見たのです。

ある先生は、この救いを「如来、

我となりて我を救いたもう」(阿弥
陀さまが私となって、私を救って

くださる）と言います。真実の信

心は阿弥陀さまの心そのものなの

です。

また先生のこの言葉は「我、如

来となりて」ではなく「如来、我

となりて」です。ここに浄土真宗

の信仰における大切な点が表され

ています。私たちは前者に陥りや

すいのです。念仏するようになる

と、自分が阿弥陀さまになったか

のように振る舞い、周りが迷惑す

ることがあります。どこまでも後

者、阿弥陀さまが私にはたらき出

て私を救ってくださると言うのが、

信仰の味わいです。(名古屋別院監修
「人生を照らす親鸞の言葉」より）

たゆまぬ歩みを共に
2024年が、終わります。この

年も悲しい出来事がいろいろあ

りました。日本でも世界でも災

害や戦争が激化し、日本も昔を

忘れたかのように。憲法を無視

するような防衛拡大政策が打ち

出されています。

さて、仏法の教えを聞いてい

る私たちは、どうしたらいいの

かを、あらためて問われていま

す。ただ、座り込んだり、止ま

ることなく、ゆっくりではあり

ますが、年末年始を共に手を携

えて歩んでいきたいものです。

南無阿弥陀仏。(本）



容の信心(手で受け、腹に入れ
る）である」と言う言葉を紹
介されました。
また、信心と願いについて、

親鸞聖人の『高僧和讃』から
「仏号むねと修すれども/現世
をいのる行者をば/これも雑修
となずけてぞ/千中無一ときら
われる」で、私の願いだけを
いのるものであれば、千に一
つもかなわないと。また、曽
我量深先生の言葉「信に死し/
願に生きよ」を紹介されて、
真城義麿先生は「真宗の信心
をいただいたなら、『私が』
と言う自分の都合を中心の私
が崩れて願に生きると言うこ
とは、本願に生きると言うこ
とです」と言う解釈を紹介さ
れて、仏さまの願いに気付く
ことは、それは今の自分の姿
に気付く、つまり自分中心に
生きてきた自分の姿が見えて
くるんだと話されました。
終わりに、佛足寺ゆかりの

『恩徳讃1』を斉唱して閉会し
ました。
如是我聞
廣瀬先生法話聞書２

佛足寺 細川 克彦

本 日 は 「 正 信 偈 」
依経段の終りまでと言う
えきょうだん

ことで、前半は「一切善
悪凡夫人」から「是人名
分陀利華」のところを話
されました。
まず、「一切善悪凡夫

人」から依経段の終わり
までのテキストの傍訳を
皆で唱和しました。「私

だけ」と言う煩悩に縛ら
れている私たちが、仏さ
まの教えを聞いて、本当
に頷いて生活する人を
分陀利華(白蓮華）と名づ
ふ ん だ り け

くと。

妙好人と言われる浅原
才市さんの「凡夫が仏に
なることは、仏が凡夫に
なって凡夫を仏にするこ
と、南無阿弥陀仏」と言
う詩を手振りをつけて紹
介されました。
また、まんが「ドラえ

もん」が映画になって、
終わりに歌われる歌を紹
介されました。「ガラク
タだったはずの今日が二
人なら宝物になる」と言
う歌詞で、煩悩ばかりの
のび太がドラえもんと言
う友を得て、比べなくて
いいと言う仏さまの智慧
を得、のび太たちの生活
が宝物のようになると。
そして、またドラえもん
は私たちの回りのどこに
でもいると話されました。
休憩後は「弥陀仏本願

念仏邪見驕慢悪衆生 信
楽受持甚以難 難中難之
無過斯」について話され
ました。邪見・驕慢の悪
衆生と言うのは、自分優
先と思い上がりの心から
離れられない私たちのこ
とであると。
そして、ある掲示板の

言葉「信心とは 教えを
鏡としてそこに映る自分
をそのままにいただくこ
とである」を紹介されま
した。
また、曽我量深師の

『親鸞聖人700回御遠忌」
での講題「信に死して

願に生きよ」について、
如来の本願(仏さまの願い）
という鏡によって、今の
私の姿が見えてくる。教
えは至る所にあり、気付
け、気付けと言われる。
気付いた時、自分の都合
を中心に生きる私が崩れ、
如来の本願を中心にして
モノを見て、考えて生活
していく者になると、真
城義麿先生の解釈を引か
れて話されました。
最後に、東井義雄先生

の御本にある「元服」と
言う、ある中学生の作文
を紹介されました。
いつも見下していた同

級生が入試に合格し、自
分が不合格になった時、
その同級生が涙をいっぱ
いためて、「僕だけが通っ
てしまってごめんね」と
会いに来てくれた。その
時、自分の思い上がりに
気付かされ、自分はこれ
まで思い通りになること
だけが幸せだと考えてき
たが、その同級生のお陰
で、思い通りにならない
ことの方が、人生にとっ
て、もっと大事なことだ
と知らされたと言う文章
を読んでくださいました。
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